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研 究主題 ともに生 きる社会の一員 と しての 自覚 を高 める家庭 科の指導

生活者の視点 から環境 を考 える授業の工夫

1主 題設 定の理 由

地球温 暖化、環境 汚染、オ ゾン層の破壊 な どの環境への関心が高 まっている現在 、学 校 教

育 において も、国際化 ・情報化 とともに環境 問題が大 きな課題 となっている。高校生 の多 く

がマ ス コミな どを通 じて環境 問題 についての言葉 を聞いた ことはあって も、具体的 な行 動 の

変化 にはなかなか結 びつかない。それは、大量生産 ・流 通 ・販売 ・消費 ・廃棄 という物 資が

豊富で 、便利 な社会へ依存 したライフスタイルが背景にある ことによる もの と考 え られる。

また、環境 問題 を考 える時、自然 との関わ りだけでな く人 との関わ りに着 目す るこ と も重

要であ る。家族や 家庭 の在 り方が変化 し、核家族化や少子 高齢化が進 んでいる今 日、人間 同

士 の関係が希薄で あるこ とに も起 因 してい る。高校生 の生活 も、同世代 の親 しい仲 間同士 の

限 られた交流が多 く、異 なる世代 の人 々や地域の人々 との交流が ほ とん どないため 、 自己 中

心 的 な思考や行動 に偏 って しまう傾向がみ られる。多 くのいろいろな人 たちに囲 まれて生 き

てい るとい う実感 も薄 い。そ こで 、真 に豊かな生活 とい うのは物資が豊 かで便利で ある こ と

のみ を示 すのでは な く、自然 をも含めた周 りの環境 の豊 か さ、自分た ちの心の豊か さを も含

む とい うことを生徒た ちに気付かせてい くことが必要で ある。

環境教育 の 目的は、「一 人一 人が地球社会の一員 と して、 よ り良 い生 活が で きる ように環

境 問題 に関心 をもち、環境 に対す る人間の責任 と役割 を理解 し、環 境保全 に参加 す る態度 お

よび環境 問題解 決のための能力 を育てる」 とある。 さらに高等学校 家庭科 では 「主体的 、実

践的 な態度の育 成」 を指導 目標 の一 つ としてい るが、主体的態度 とは 自ら生活課題 に対応 で

きる能力であ り、社会 の構成員 である とい う自覚の上 に成 り立つ ものであ る。 また、実践 的

態度が育成 されてこそ家庭科 の学習 目標が達成 された ことにもなる。

そ こで 、今年度の教育研究員 は、環境 を自然環境 だけでな く社会環境 か らもとらえ、生 活

者 と して一人一人の価値観や行動が環境 をつ くっている ことや周 囲の人々や もの との関 わ り

を考え、 ともに生 きる社会の一員 と しての 自覚 を高 めるための指導 につ いて研究 を進 め る こ

とに した。

P研 究 の経過

5月

6月

7月

8月

9月

研究主 題設定、研 究計画 ・方法の協議

研究 内容 ・方法 の協 議

研究内容 の協議 、御岳合宿 の準備

御岳合 宿(研 究 内容 に関す る協議 、

研究授業 の内容検討)

研究内容 ・授業指導案 の検討

研 究授業(練 馬)

10月 研究報告書原稿の検討

研 究授 業(松 原 ・久留米西)

11月 研 究報告書原稿の読み合わせ

研 究授業(足 立新 田 ・農産)

12月 最終原稿 の読み合 わせ

1月 研 究発表会 の準備

2月 研 究発表会
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皿 研究 の視点

1主 題 に対 す る基本 的な考 え方

人間 は今 日に至 る まで、 自然 や人々 と深 く関 わ り合いなが ら、生活 を向上 させ 、私 た ちの

生活 はよ り豊 かに、 よ り快適 な もの となった。 しか し、 この ことは多 くの環境 問題 を生 み 出

す結果 と もなった。これ らの環境 問題 を解決す るため には、すべ ての人 々が環境 に対す る責

任 とい う観点 か ら、個 々のライフスタイルや消費生活の在 り方 を、問い直す必要があ る と考

える。

環境 と人間の関わ りや環境問題 については、小学校 ・中学校 ・高等学校 を通 して学習 して

いるが、 日々の生活 には行動 として定着 していない一面が ある。家庭 生活 と社会生活の接 点

を環境 とい う視点か ら見直す ことが求め られている現代 、その接 点 を考 えて行動 しよう とす

るな らば、生徒 自身 に地域社会の構 成員 、 また社会の一員 と しての 自覚 をもたせ る ことが必

要 である。

高等学校 家庭科 では、家庭生 活の充実 向上 を図る能力 と、主体的 ・実践 的態度 を育成す る

こ とを 目標 と している。生活者 としての視点 か ら環境 を考 え、 ともに生 きる社会 の一員 と し

て の自覚 を高 めるための指導 を通 して、身近 な生活の中か ら環境 に対す る関心 を引 き出 しな

が ら、一 人一人が考え、意識 を もって行動 につ なげる ことこそが家庭科 の 目標 とす る 自立 し

た生活者 としての第一歩であ り、環境問題解決の糸口になる と考 えた。

(1)家 庭科教育 の環境 問題へ の取 り組み方

高等学校 にお いて環境 問題 は、地理歴史 ・公民 ・理科 ・保健体育 など、家庭科以外 の他教

科 で も扱われ ている。現代 の環境問題 は一つ一つの問題 を切 り離 して考 える もので はな く、

すべての問題が複雑 に関 わ りあ っている。そ こで多面的 な視野か ら問題 をとらえ、解決 策 を

見 つけ出す ことが必要 となって くる。様 々な教科 の指導 を通 して、環境 について学習す る こ

とに よ り、生徒は問題 に対応す る力 をつけてい くもので ある。

家庭科の中で環境問題 にどう取 り組 むかを考 えると き、他教科には ない独 自の教科の特 性

を生か してい く必要があ る。家庭科 は生活 に密着 した教科であ り、多様化する家庭生活 や変

化 する社 会の中で生活課題 に対処 し、主体 的 ・実践的態度の育成 を目指 している。 また生 活

者 と しての視 点か ら環境 をとらえるこ とが で き、環境 問題 を実生活 に結 び付 けるこ とがで き

る教科 である と言 える。

教 育課 程審議 会の答申 による と、新 しい教育課程では 「総合 的な学習 の時間」 が設 け られ

るこ とになった。そのね らいは、問題解決や探求活動 に主体的 ・創造 的に取 り組 む態 度 を育

成す る とし、その学習活動 の例 として、国際理解、情 報、環境 、福祉 ・健康 な どをあげ、 家

庭科の 目標 や内容 と重 なる部分が多 い。 この点か らも、家庭科 で環境 を扱 うこ とは大 きな意

味 を もつ と考 えた。

(21環 境の とらえ方

環境 とい う言葉 は、一般 に地球環境 ・ごみ問題 ・大気 汚染 な ど、自然環境 との関 わ りを示

す場 合が多いが 、一方で核家族化 ・少子 高齢化の進 む現代社会 にお いて、人間関係の希 薄 さ

か ら起 こる様 々な問題 を考 えると、人 と人 との社会的 な環境 も重要 な要素であ る。生活 の価

値基準 を物 の豊か さや利便性 に重点 を置けば資源 の枯渇 、ごみ問題、地球温暖化の ように 自
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然破壊 を招 き私た ちの生活はバ ランスを失 う。家庭生活 を取 り巻 く環境 を、図1の ように ま

とめてみた。本来家庭 生活は、 自然環境 と家庭環境 、家族環境 と地域社会環 境がそれぞ れ釣

り合い を保 ちなが ら営 まれてい る。つ ま り、物 の豊 か さだけで な く、物 と自然 との関わ り、

また人 と人の関わ りを重視す ることによ り生活 のバ ラ ンスが保たれ、真 の豊か さが得 られ る

と考えた。 さらに、この ことは結果 と して、環境問題 を含めた社会的 な課題 を全体的 に把 握

で きる ことに もつ なが って くる。

第16期 中央教育審議会答 申で は、今 後の教育 の基 本を 『生 きる力』 と し、 これか らの子 ど

もたちに必 要 な ものの一つ に 『豊かな人間性』 をあげている。 これは他人 を思 いや る心 、互

い に認め合 い と もに生 きてい く態度、 自他の生命 や人権 を尊重す る心 、美 しい ものや 自然 に

感動 する心 な どであ り、これ らは物 と人 との調和 した環境 の もとで培 われ るものであ る。 ま

た、様 々 な環境 を通 して 、現在 だけでな く今後 の生活 の在 り方や生 き方 を生徒 に考 え させ る

必要 もあ る。 この ような趣 旨に基づいて、生徒 を取 り巻 く様 々な環境 に対す る意識 を明 らか

にす るため に、実態調査 を行 い、研究 を進める こととした。

自然環境

空気

土壌

水

日光

その他

食物

衣服

住居

お金

その他

夫婦

親子

兄弟

自分

その他

熱
子 ど も

{高齢者

地域社会

その他

図1環 境 につ いての考 え方

(「生 活環境科学入 門、生活環境学へ の招待」を参考に作成)
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(3)実 態調査

ア ね らい 環境 に関す る生徒 の意識や実態 を調査 し、環境 についての指導 を行 うため の資

料 とす る。

イ 対象 都立高等学校5校(普 通科4校 、職業科1校)第2学 年

ウ 回答数369名 く男子174名 、女子195名)

工 調査時期 平 成10年9月

オ 調査 内容 と分析

(ア)あ なたは コンビニをよく利 用 します か 。

全 く利用 しな

あまり利 用し い
、し

%

な

6

時 々利用 す

る
62%

毎 日利用 す

る

31%

(イ)缶 や パ ック、ペットボ トル な どの 飲 み 物 をよく

買 い ます か 。

あまり買わ な
、

覧

ー
U

7

時 々買う

58%

全く買わ ない

0%

(ウ)缶 飲料は主にどこで買いますか。

ス_パ ー その他
5%0%

コンビニ

38%

毎 日買う

35%

自販機

57%

(エ》 び ん ・カンの リサ イクル は大 切 な ことだ と思う。

思わ ない

どちらともい3%

えない

18%

そう思 う
79%

(オ)燃 えるごみ 、燃 えないごみ 、びん ・カン等 、必ず 分

別 して捨 ててい る。

全くしない

3%あまりしない

10%

時 々している

53%

必ず している
34%

(ア)コ ン ビニエ ンス ス トアの 利 用 状 況

高 校生 の消 費行 動 を知 る手 が か りと して 、 コ ン

ビニ エ ンス ス トア利 用 率 の調 査 を行 っ た 。

「毎 日利用 す る 」 が全 体 の3割 を 占め 「時 々利 用

す る」 を含 め る と、全 体 の9割 以 上 の 生 徒 が 利 用

してい る。 この こ とか ら、 日常 の コ ン ビニ エ ン ス

ス トア利 用 率 は か な り高 い こ とが 分 か っ た 。

(イ〉 市 販 飲 料 の 購 入 状 況

日頃 、多 くの 生 徒 が 利 用 して い る市 販 飲 料 の 購

入調 査 の結 果 、 「毎 日買 う」 生 徒 は全 体 の 約3分

の1を 占 め 、「時 々 買 う」 生 徒 を含 め る と全 体 の

9割 以上 を 占 め る こ とが 分 か っ た 。

(ウ)缶 飲料 の購 入 場 所

缶 飲料 は ス ーパ ー マ ー ケ ッ ト、 コ ン ビニ エ ン ス

ス トア 、 自動 販 売機 な ど多 くの場 所 で販 売 さ れ て

い る 。調 査 の結 果 、 自動 販 売 機 での購 入が約6割 、

コ ン ビニ エ ンス ス トア が約4割 で あ っ た 。 自動 販

売 機 の 普 及 と設 置 台 数 の多 さか ら も予 想 され た 結

果 で あ った 。

に)リ サ イ ク ル に対 す る意 識

ビ ン ・缶 の リサ イ ク ル意 識 調 査 の 結 果 、約8割

の生 徒 が リサ イ ク ルの 大 切 さ を意 識 して い る こ と

が分 か っ た 。一 方 少 数 で はあ るが 、大 切 さの 意 識

が な い生 徒 もい た 。

(オ)ゴ ミの 分 別率

「ゴ ミ を必 ず 分 別 して捨 て て い る」 生 徒 は 、 約

3割 であ った。 ゴ ミを分別 しなければ な らない と

い う意識 を持ってはいるが、実生活では行動が伴っ

ていない生徒が多い。意識が行動面 に生 か され て

いないよ うである。
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(カ)環 境 と便利 さ

環境 ・資源 と便利 さ ・手軽 さとの重要度 を意識

調 査 した結 果 、「どち らと もい え ない」 が約7割

を占めていた。環境保全の大切 さは意識 しつつ も、

日常 生活 において は、つ い便利 さや手軽 さを追求

す る傾 向 にあ るようだ。

(キ)環 境 破壊 と生活 レベ ルの維持

「どちらと もい えない」が6割 を占めた。環境

破壊 は問題 だが 、現在 の便利 な生活 は変 えた くな

い とい うのが本音 で、判 断がつ かない難 しさがあ

る ようだ。

例 乳 幼児 との生活

「乳幼児(0～5歳)が 家族 にいない」生 徒が

ほ とん どを占めている。大 多数の生徒 が、乳 幼児

との生活経験が な く、乳幼児へ の接 し方 もよ く分

か らない こ とが予 想 され る。

(ケ〉 乳幼児への 関心 度

「乳幼児 を見 て、かわいい と思 う」生徒 が6割

以 上 を占め た。一 方 「なん とも思わ ない、 うる さ

い と思 う」生徒が約3割 で あ った。 その他 、 「機

嫌 の よい時 はかわいい と思 う」という生徒 もいた。

(コ)高 齢者 との 同居

「高齢者 と一緒 に住 んでい ない」生徒 が、約9

割 と多数 を占めている。高齢化が急速 に進み、 高

齢 者が増 えているに もかかわ らず、多 くの生徒 に

同居経験が な く、 また高齢者 と接 す る機会 も少 な

い と予想 される。

け)高 齢者 な どへ の思いや り

電車やバ スの中で、高齢 者 ・身障者 に対 し席

を譲 るか どうか とい う意識 調査 を行 った。 「席

を必ず譲 る ・時々譲 る」生徒が7割 弱 を占め多

数で あった。一 方 「あ ま りしない」生徒 が4分

の1を 占め 「全 くしない」生徒 が約1割 い た。

(カ)環 境や資源よりも、使 利さ、手軽 さ、安さ、早さの

方が大切 だと思う。

思 わ なし

20%

そう思 う

4%

どち らともい

えない

66%

(キ)環 境破 壊を進 めることになっても、今の生 活は

変えたくない。 そ需 う

惣●
響

(ク)家 族 に乳 幼児(O～5歳)は いますか。

いる
4x

いな い

96X

(ケ)乳 幼児 を見てどう思いますか。

その他

うるさい8%
7%

なんとも思

ない
22%

(コ)高 齢 者と一緒に住んでいますか。

い いえ

86%

か わ いい

63%

は い

4%

(サ)電 車 ・バス内では、高 齢者や体の不 自由な人に
席を譲 りますか。 全 くしない

鴫臥
以上 の調査結 果 をもとに、現在の高校生 を取 り巻 く生活環境 について実態 をま とめ る と次 の

ことが いえる。

第一 は、生徒 はあ る程度環境問題 について意識 は してい るが、実生活で はその意識 ほ ど行動

につ ながってい ない。生徒 は 日頃授業やマ スコ ミによ り、環境問題 についてか な りの情報 や あ
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る程度の知識 を得 ている と思われる。 しか し日常生活 においては、それが生か されず行動が伴 っ

ていない。 リサ イクルの大切 さは意識 しつつ も、ゴ ミの分別が されず校内 に空 き缶 や飲 み残 し

の缶が放 置 され ているの が現状 である。このこ とか ら環境問題 は、まず 自分 自身の身近 な生 活

行動 を見 つめ なおす ことが必要 であ り、生徒 に問題意識 を もたせ ることが重要で ある。

第二 は、現代 の快=適で便利 な生活が 、環境破壊 に多大 な影響 を与 えてい ることにつ いての 意

識が低 いこ とであ る。物が豊 かで便利 な社会の 中で育 ちそれ に慣 れてい る生徒 に とって、地球

規 模で環境 について考え るこ とが難 しい。「自分 の生活 の しかたや行 動が 環境 に大 き く影響 す

る」 と考 える生徒 は少 数であ る。 目先の生活のみな らず、将来 を見据 えた学習内容や一人 一 人

が環境 問題 に対 し、小 さ くて も具体的 に行動が起 こせ るような指導 が必要であ る。

第三 は、社会環境 ・人 とのかかわ りにおいて、多 くの生徒 の周囲には、年齢の異なる乳幼児、

高齢者 が少 ない。 また 日々接 する年 齢層 も限 られているため、生徒 は乳幼児 や高齢者 に対 す る

関心が低 く、接 し方 も分 か らない状 況である。 自分 と異 なる世代 の人々か ら、学ぶ機会 も少 な

く、また他者 を理解 し思 いやる気持 ち も育 ちに くい環境 にある といえる。

このよ うな実態調査結果 をもとに、生活者 として環境 を考 える授業 の研究 を進 めた。

2研 究 の進 め方

実態調査 か ら分か るよ うに、生徒 は環境 ・資源 の大切 さは意識 してい るが 、実生活 の中で は

消費行動 に走 り、 ごみの分別 もきちん とで きてい ないのが現状であ る。現在 の便利 な生活 は変

えた くないのが本音 であ り、環境保全 に対 して積極的 に行動す る生徒 は少数で ある。

そ こで生徒が毎 日疑問 も抱かず に生活 してい るあた りまえなことを、身近 な ところか ら見 つ

め直 し、その 中か ら問題点 を見いだ し、 自分の行動 と環境 の結び付 きに気 付 くことが大切 で あ

る と考 えた。 それに よって、生徒 に少 しで も現 在の ライフス タイルの見直 しをさせ、傍観 者 で

自分 本意 だった生活者 か ら、場面 に応 じた選択 能力 をもった生活者へ と成長 させてい きたい。

そのため には、知識 の修得 にとどまらず、問題解決への態 度の育成 を目指 し、科学 に根 ざ し

た総合 的、相互関連 的なア プローチが必要である。実際に体験 を通 して学 習 した ことは、今 後

抱 えるであ ろう問題 の解 決に向けての、大 きな足 がか りとなるに違 いない。

図2は 生徒 自 らの消費結果 が環境 に及ぼす影響 を配慮 して、それぞ れの消費生活 を見直 す こ

とと、豊か な人間性 の育成 、健全 で トー タルな人間発達 の深 い関わ りを示 している。生 徒 が グ

ローバル な視野で 自己の消費生活 を見 つめ、社会 、環境 問題 と関連 させ るこ とで、 よ り大 きな

学習 の流れ を作 るこ とが で きる と考えた。

現 在の環境 問題 には多 くの考 え方 がある。た とえ、今す ぐに消費生活 に結 び付 かな くて も、

長 いス タンスで生徒 を見守 り、将来 、意識の高 い生活者へ と成長す るため の基礎づ く りと とら

えたい。 また、生徒が気付 いたこ とや 身に付 けたこ とは、その後の生活 に生 かせ る ように継 続

した力 と して養成す るこ とが必要で ある。

また、核 家族化の進行の 中で 、高齢者や乳幼児 と同居 してい る生徒 はわずかで 、特定 の仲 間

同士 の コ ミュニケー シ ョンしかで きないように見受 けられ る。携帯電話 などで 同世代 の友 人 と

は長 時間会話 して も、家族 とはあ ま り話 を しない とい う生徒 もい る。 また、地域の人 たち との

交流 もほ とん どない ため他人 を思 いや り、広い視野 をもって物事 を推 し量 ることがで きず 、 自
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分 とその仲間た ち との限 られた価値観 で物事 を判断 し、決定 してい くとい う場面 も多 く見 られ

るG

そ こで 、近隣 の高齢者 や幼児 を招待 し、調理実習 や遊 びを通 して交流 をもつ授業 を計画 した。

普段接 す る機会 のない異世代 の人た ちとの交流 を体験 させ るこ とによ り、相手 を思 いや る心、

共 に楽 しむ心 を育ててい きたい と考 えた。 この ような授業 を通 して人間を と りま く環境 を とら

えてい くことは、今 回の研 究の大 きな目標であ る。 また この ような機会 を継続 的に もつ こ とに

よ り、地域 に開かれた学校 の きっか け としてい くことがで きる。

今 回は学校 に招 待す る形で授業 を行 ったが、生徒 が地域の施設 を見学 した り行事 に参加 す る

な ど、様 々な形で積極的 に近隣の地域 と交流 を深め ることは、 これか らの家庭科の大 きな課題

で もある。その ため には、学校全体の理解 と協力 を得て 、教科 とい う枠 に とらわれず に特 別活

動 やボラ ンテ ィアな ど柔軟性 のある活動 を行 いたい もの である。 また、各学校 の地域 の特 色 を

生 か した取 り組みが必要 である。

身近 な生活環境 の見直 し

異世 代 との交流

過剰 生産 ・過剰消 費

物 質的豊 か さ

量的豊 か さ →

知識の偏重

環境 に配慮 した

考え方

経済重視の

考え方

生態学的調和

精神 的豊 か さ

→ 質的豊 か さ

五感を通 した体験

→

人

問

形

成

ラ イフス タイルの選 択

く 意 志 決 定 〉

生 活 行 動

図2生 活 行動 と人間形成

(今 村 ・住 田 「環境教育 と しての消費者教育 に関す る諸考察(2)『 日本家庭科教育学会誌』

第36巻 第2号,1993年 の 図1を 参考 に作 成)
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IV指 導事例

1指 導事例1環 境 にや さ しい消 費生活 を考 える

(1)題 材設定の理 由

今 日、地球規模 の環境問題や ごみ問題 、また大量消費 による資源枯渇 な どが深刻化 し、 この

ままでは将来の私 たちの生活が成 り立 たな くなる と言われてい る。便利 さ ・豊か さ と引 き換 え

に、様 々な問題 を生 み出 した、大量生産 ・大量消費 ・大量廃棄 とい う しくみ を認識 した上で、

環境 に配慮 した消費生活 を考 えな くてはな らない。そ こで 、最 も身近 な 「物 を買 う」 とい う消

費行動 に注 目し、 どう物 を買い、 どう使 い、 どう捨て るか を見通 した、環境 に負荷 を与 えない

消 費行動がで きるよ うに、この題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア ごみ を減量す る方法 を知 る。

イ 消費行動が市場 に影響 を与 える もので あることを認識す る。

ウ 環境 に負荷 を与 えない消費行動 、状況 に応 じた選択がで きる力 を養 う。

(3)全 体計画(11時 間)

課

題

把

握

課

生活 と環境 問題 とのつなが りを考 える

・自分 の 生 活 を振 り返 り、環 境 を意 識 して 生 活 して い るか チ ェ ックす る 。

・大 きな 環 境 問 題 も一 人 一 人 の 生 活 とつ なが って い る こ と を理 解 す る 。

1時 間

題

追

究

容器 ・包装 を見 直す 4時 間

・ビ ン ・缶 ・ペ ッ トボ トルの 特徴 や リサ イ クル の 状 況 を知 る。

・レ ジ袋 ・ト レイ な どの プ ラス チ ッ クの特 徴 と ダ イオ キ シ ン との 関 係 を 知 る
。

・リサ イ クル ・リユ ー ス につ い て理 解 す る
。

t調 理実習 を通 してごみ を考 える

・材料購 入の際、その店舗の環境 に対する取 り組 み を調査 。(課 外活動)

・実 習で出た生 ごみ重量の測定 ・燃 えない ごみの回収
。

・店舗 の環境 に対す る取 り組みの調査 を発 表。

・消費行動 とごみの関連 を理解 し、 自分 にで きる ことを考える。

2時 間

ま

と

め

2時 間

(本 時)

2時 間
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(4)対 象2年40名(男 子18名

(5)授 業 の 展 開(本 時2時 間)

女子22名)

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教 材 ・教 具

導

入

10

○本時の学習 目標 を確認す る。 ・本時 の学習内容 を説明する。

・実習時 に回収 した燃 えな い ご

みを各班 に配布。

調査用紙

燃 えない ごみ の

実物

展

開

40

○各班 ご とに生 ごみの重量 を確

認 し、他班 と比較す る。

○実習時 に出た燃 えな い ごみ か

ら、 どの よ うな ごみが 出 たか

観察す る。

○材料購入 の際の、店舗 の調査

「環境 にや さ しいお店探 し」

を発表す る。

○発表 を聞 き、 ワー クシー トに

記入す る。

・生 ご みが 多 い 班 は 、 なぜ 多 く

な っ た のか を考 え させ る 。

・食物 を無 駄 に しない 配 慮 も環

境 と関 わ る こ とを認識 させ る。

・燃 え な い ごみ の多 さ を 確 認 さ

せ る 。

・詰 め 替 え商 品 や リサ イ ク ル 商

品 につ い て 、例 を挙 げ る。

ワークシー ト

生 ごみ重量 測 定

記録

模造紙

マ ジ ック

マ グネ ッ ト

詰め替 え商品

リサ イクル商品

展

開

40

○ ごみ を減 らすため には ど う し

た らよいか を考 える。

○物 の流 れ を確認す る。

(資 源採取 →製造→流 通→ 購

入一使 用→廃棄)

○ 「買い物 が世界 を変 える」 を

読 み、買い物が環境 に どう影

響す るか を考 える。

(休 憩)

・ごみ 減量 は 、購 入 の 際 の 商 品

の 選 択 に左 右 され る こ と を 理

解 させ る。

・物 の 流 れ の 中 で 、消 費 者 と し

て 環 境 に配 慮 で きる と こ ろ は

ど こか を考 え させ る。

・環 境 保 全 は物 を買 う と こ ろ か

ら始 ま る こ と を認 識 させ る。

プ リ ン ト配 布

ま

と

め

10

○店舗 が環境 のため に取 り組 ん

でいる内容 を確認す る。

○ 自分が店舗の取 り組み に、協

力 してい るか 、 また今後 、環

境 のため に自分 にで きる事 を

考 える。

○ 次回の内容 を確認す る。

・店 舗 が 身 近 な リサ イ ク ル の 拠

点 とな って い る こと を確 認 さ

せ る。

・消 費 者 と して の責 任 を考 え さ

せ る。

・次 回 の 学 習 の 予告 をす る。
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(6)評 価の観点

ア スーパ ーマーケ ッ ト・企 業な どで行 っている環境 に対す る取 り組みが確認で きたか。

イ ごみ を減量 するため には リサ イクルばか りでな く、購入す る際 に環境 を意識す る必 要 が

あ るこ とを理解 で きたか。

ウ 環境問題 は、消 費行動 と関連 しているこ とを理解 し、消費者 と して環境 を意識 した商 品

を選択す る態度が 身に付 いたか。

(7)生 徒の感想

ア 今 まであ ま り気 にせず に買い物 を して きたが 、普段 と違 った 目で見 る と環境 に良い もの

や リサ イクル ボ ックスな どがあ り、地球環境 に真剣 に取 り組 んでい る と感 じた。

イ 結構 リサ イクルや買 い物袋不要 を呼 びかけていて、環境への取 り組みが進んで いた。 こ

の ような小 さなこ とで もみ んなが少 しずつ環境保全 に取 り組 めば、少 しで も変わると思 う。

今 回の調 査で スーパ ーマ ーケ ッ トの裏側 も少 し分か ったので良かった。

ウ 今 、 自分 にで きるこ とは今 ある もの を大切 に使用 し、物 を買 うときは必要か どうか を考

えて買い、使用 しな くなった ものはただの ごみ にならない ように、 リサ イクル方法 を考 え

た り次 の利用 を考 えるこ とである と思 う。

工 環境 問題 ・リサ イクルな ど、私 たちが よ り良い生活 を送 ってい くため に考 えて い くこ と

が重 要に なって きている。 自分 のライフス タイルを変 えなければい けない なんて 、今 の怠

け者 の人間た ちには大 変なこ とだけれ ど、今や らなければ悪化の一歩 をた どるだけ。 自分

で どの ようなこ とが で きるか一 人一人が考 えていか なければ ならない。

(8)考 察

ア 調理実 習での生 ごみ測定 を何 回か連続 して行 うことによ り、 ごみ減量の意識が高 まった。

イ 生徒 は コンビニエ ンスス トアの利用が主の ためか、ス ーパーマーケ ッ トの リサ イク ル状

況 な どについ てあ まり認識 していなか ったが 、店舗の調査 を通 して考 えてい る以上 にス ー

パ ーマーケ ッ ト ・企業 な どが、環境 に対 して熱心 に取 り組 んでい るこ とを知 るよい機 会 に

なった。

ウ 環境 に対 して何 か ら始 めた ら良 いのか分 か らない とい う意見 もあ り、詰め替 え商 品、 リ

サ イクル商品 な どを具体的 に提示 した り紹介す ることで、環境 に取 り組 む実践意欲 を高 め

る ことがで きた。

工 環境 に対 して問題意識 は もっているが なかなか実践 してい ない生徒の現状 を、少 しずつ

無理 な く変 えるために も、今 後 も押 し付 けでな く授業のあ らゆ る機会 ・あ らゆ る場面 で環

境 問題 に触 れ、生徒 の意識 を揺 さぶ り続 ける必要があ るこ とを改めて認識 した。

エあとヨゆレぽぱに

聚境にやさし恥お店探 し調査のまとめ～調理実習 を通 して環境を考える

【実 習 で 出 た ご み 】
年 組 番氏名

単位=9

生
ご重
み 餐

1畷2琉3斑4班 5班6班7班8班9班 m班 含計 平均

白o%06807三 ビ 195'ひooら ワO乙+505弓O 5。 。 亭9359繕 。。厚

燃
え
な
h
ご
み

どのようなごみが 出たか

編 卿 ・晒 先 靹 ・ト・一

う・・。.ヌ ー・ρ一ρ 袋

熱 想(生 ご み に つ い て)

笠 ゴ こ1さ ちあ ζしち 琵 ギ 出 ζし き うか5

な汐 Ψく 生ゴ… 却 て・ナδ1レ.`膨 セし.量 も ヂ賜

し腹 も 戯 い・黛 礎 ったo窒 ゴ9εは 塾う まZ也

に蓉講 蓄侮 く芝(→訪 赴残 寄や 晴}う し毘 ㌔

聾想`燃 えない ごみ について)

卵の'ρ・リワや トレーな ど'な ζ1煎 マt

ビて しまうゴ ミ な収 幽'ノ甥 う'し褐 ・'メ外

ゴ「釦3噌 え駄 わ 縄5。
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2指 導 事 例2コ ン ビニ エ ン ス ス トアの 利 用 を通 して 環 境 を考 え る

(1)題 材 設 定 の 理 由

近 年 、都 市 部 で は いつ で も、 ど こで も、欲 しい もの が す ぐに買 え る コ ン ビ ニエ ンス ス トア

が 目につ くよ うに な っ た 。実 態 調 査 の結 果 に もみ られ る よ う に 、若 者 に と っ て は生 活 に 必 要

な ものが 手 に 入 る 店 と して 、 な くて は な らな い もの とな っ て い る。 本 校 にお い て も、 多 くの

生 徒 が 毎 日の登 下 校 の 際 、 弁 当 や 清涼 飲 料 水 、 ス ナ ック菓 子 な どを買 うた め に利 用 して い る。

しか し、 同時 に 、 こ う した 便利 さ と引 き換 え に長 時 間 営 業 に よ るエ ネ ル ギ ー消 費 や 、弁 当 の

容 器 や空 き缶 、 ペ ッ トボ トル な どの ごみ が大 量 に生 ま れ て環 境 に多 くの負 荷 を与 え て い る。

そ こで 、 便 利 さ と問 題性 を抱 えた コ ン ビニ エ ンス ス トア を改 めて 見 直 し、環 境 を 意識 し な

が ら上 手 に利 用 で きる よ う、 この題 材 を設 定 した 。

(2)学 習 目標

ア 食生 活 を 通 して 、 自分 た ちの 消 費行 動 を知 る 。

イ 便 利 な生 活 と引 き換 え に環境 に負荷 を与 え て い る こ とを 自覚 す る 。

ウ 日常 生 活 の なか で 環境 保 全 に参加 す る 態 度 や 能力 を養 う。

(3)全 体 計 画(14時 間)

課

題

把

握

關
題

追

求

現代 の食生活 を知 る。

・外 食 産 業 ・イ ンス タ ン ト食 品 の普 及 。

・食 品 添 加物 の 使 用 とそ の 問題 性 。

・家庭 に お け る 「食事 」 の在 り方 の 変 化 。

自分 の食生活 を見つ める。

4時 間

2時 間

・2日 間 の 食事 調 査 を通 して 食生 活 の実 態 を知 り、 問題 点 を 明 らか に す る 。

(欠 食 、 栄 養 の ア ンバ ラ ンス 、 コ ン ビニエ ンス ス トア の 食事 な ど)(課 外 活動)

コ ン ビニエ ンス ス トアの 利 用 と環 境 との 関 わ りを考 える 。

・食事 調 査 よ りコ ン ビニ エ ンス ス トア の利 用 の 実 態 を知 る。

・コ ン ビニ エ ンス ス トア の調 査 。(課 外 活 動)

・3つ の コ ン ビニ エ ンス(便 利性)を 明 らか にす る 。

・便 利 さ と引 き換 え に環 境 に負荷 を与 え て い る こ とを 自覚 す る 。

国
環 境 に優 しい ク ッキ ング(計 画 ・実 習)

・買い物 ・調理 ・片付 けの各段 階において環境 に負荷 を与 えない工 夫 を

す る調理実習 を計画 し、実践す る。

2時 間

(本 時)

6時 間
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(4)対 象2年38名(男 子22名

(5)授 業 の 展 開(本 時2時 間)

女子16名)

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教 材 ・教 具

導 ○本時の学習内容 を知 る。 ・で きる だけ 多 くの 生 徒 に発 言 調査用紙

入 ○ 調 査 した コ ンビ ニエ ン ス ス ト の機会 を設 ける。

10 ア名 を発表す る。

03つ の コ ン ビニエ ンス(便 利 ・ 日 ご ろ
、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト

展 さ)に つ い て理 解 す る 。 ア を利 用 す る 時 の メ リ ッ ト

○便利 な生活 と引 き換 え に環境 (満 足 して い る点)、 デ メ リ ッ

へ与 える負荷 を考え る。 ト(不 満 な点)と い う形 で 考

・長 時間営業 による問題 え させ る。

開
消 費電力、労働 条件 、若 年

・3つ の コ ン ビ ニ エ ン ス

者 の非行 ・犯罪 など 立 地 一学校周辺の地 図をはり 学校周辺の地図

・コ ン ビニ 食 の 問 題 点 具体的な位置を示す。 赤 丸 シ ー ル

食品添加物の使用 、家庭 の 時 間 一24時 間営業 の実態 を

味の喪失 な ど(復 習) 確 認 させ る。

40 ・大 量 の ごみ の発 生 品揃 え一よ く買 う物 を発 表 さ

弁 当 の容 器 、ペ ッ トボ トル せ る 。

(休 憩)

Oビ デ オ視聴 を通 して便 利 さ に ・ビデオに登場 する人物 の行動 ビデオ

展 伴 うごみ問題 の実態 を知 る。 を整 理 させ る 。 弁当の容器

・プ ラ スチ ッ ク ごみ の 問 題 性 を ペ ッ トボ トル

理 解 させ る 。(ダ イ オ キ シ ン 空 き缶

開
の毒 性)ご み分別の大 切 さを プ リ ン ト

i気 付 か せ る・
1

0調 査用紙か ら各店舗 の環 境へ1・ 調査用紙 を参考 に して発 表 さ エ コ マ ー ク付 き
40

の 取 り組 み を知 る 。 せ る 。 商品

ま

と
○ 日常生活 の中での環 境へ の取

り組み を考 える。

・具 体 的 に で きる事 を考 え 、 自

由 献 立 の実 習 で実 践 させ る 。
め

10

◎ビデオ 「東京発 新 ・お しゃれな暮 らし一環境に優 しい商品選び一」(消 費者センター)
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(6)評 価 の観 点

ア コ ン ビニ エ ンス ス トァ の 調査 が 、 主体 的 か つ意 欲 的 に取 り組 め た か。

イ コ ン ビニ エ ンス ス トア の便 利 さ とそ の 問題 点 を理 解 で きた か 。

ウ 現 在 の 自分 の 消 費 行動 を見 直 し、今 後 の 日常 生 活 の 中 で環 境 へ の取 り組 み を行 う態 度 が

身 に付 い た か 。

(7)生 徒 の感 想

ア 普 段 、何 気 な く通 って い る コ ン ビニ エ ンス ス トア は便 利 で気 軽 に買 い物 が で き るの で 、

今 とな っ て は な くて は な らない す ごい 存 在 とい う こ とに気 付 い た 。

イ 今 ま で 気 付 か な か った が 、 ス ー パ ーや コ ン ビニ エ ンス ス トア な ど何 で もそ ろ っ て い て 、

た く さん あ る とつ い 買 い す ぎて しま う こ とが 分 か っ た 。

ウ 母 は500mlの ペ ッ トボ トル を嫌 が る け ど、私 は缶 や パ ック よ り便 利 な500mlの ペ ッ トボ ト

ル の 方 を利 用 して い る 。で も、 こ れか ら は毎 回 買 わ ない で 家 の飲 み物 を 移 し替 えて 使 い た

い と思 う。

エ リサ イ ク ル な ど 、 ち ゃ ん と した い と思 って い て も時 間 が な か った り、 疲 れ て い た りな ど

して で き な い こ と も多 い と思 う。 そ ん な 中 、企 業 が もっ と積 極 的 に リサ イ ク ル活 動 を して

い くこ とが こ れか らは大 切 だ と思 う。

オ 今 まで リサ イ ク ル な ん て考 え た こ と もなか っ た。 で も、私 は学 校 で 缶 ジ ュ ー ス を買 っ た

らち ゃ ん と 「く うか ん鳥 」 に入 れ て い る ので 、 リサ イ ク ル に協 力 して い る の か も しれ な い

と感 じた 。(く うか ん 鳥 … デ ポ ジ ッ ト制 を導 入 した校 内 空 き缶 回収 機)

力 家 で は ごみ の 分 別 を して い るが 、子 供 の こ ろ に比 べ て ごみ の 種 類 が 多 様 に増 え て び っ く

り した 。 今 は 、 い ろ い ろ分 け て決 ま っ た 日に 出 さ な けれ ば な ら ない の で 大 変 だ と感 じた 。

(8)考 察

ア 調 査 は課外活動 としたため、全員 の生徒 に徹底す るこ とは難 しか った。 しか し、多 くの

生徒 が 日常的 に利用 しているこ とか ら、問 いか けに対 して は大変意欲的 な反応がみ られ、

様 々な意見 を聞 くこ とが で きた。

イ 生 徒 は、調査 を通 して商 品販売以外の様 々のサ ー ビス を知 ることがで き、改め て 自分 の

生活 と密接 な関係 にあるこ とを理解 した。 また 、同時 に日々の利用時の不満 な どを考 える

ことに よ り、いろい ろな問題点 に気付 いた。

ウ 調査 は個 人作業 としたが 、グループご とに調査 した各 コンビニエ ンスス トアの実態 を ま

とめ発表す る と更 に様 々な問題点が明 らか にな り、よ り主体的 な活動が期待で きたと思 う。

工 使用 した ビデオは、便利 な生活が環境問題 をもた らす とい うことを理解 させ 、それ を防

ぐため にごみの分別 や リサ イクルを呼 びか ける内容の ものであ る。生徒 にとって も身近 な

問題であ り、興味 ・関心 を引 き出すの に効果があ った。

オ リサ イクル とい う事柄 に関 しては、導入程度 しか取 り上げ ることがで きなか ったが 、多

くの生徒が多少の関心 を もっているこ とが分か った。 こう した事柄 を理論で終 わ らせ る こ

との ないよ う、調理実習 をは じめ とした今後の学習の様々 な場面で取 り上 げ、実生活 の 中

で 自然 に実践で きるよ う進 めてい きたい と考 える。
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3指 導事例3リ サ イクル の問題点 とライフスタイルの見直 し

(1)題 材設定の理 由

環 境ホ ルモ ン、 ダイオキシ ンな どが大 きく報道 され、ごみ処理の問題 は住民 の健康 ・生 活

環境 にも大 きな問題 を投 げかけている。昨年度 、各学校 での小型焼却炉が使用禁止 にな るな

ど、 ごみ処理 問題 は身近な所 で も大 きな影響 を与 えている。現代 の我が 国では便利 さ、手 軽

さ、速 さ、安 さを求め物質的 な豊か さを求めるあ ま り、無 意識 の うちに膨大 な ごみ を出 して

い る。今一 度 自分 の生活環境 を見つめ直 し、物質的 に豊かな生活の裏にある現状 の問題点 を

確認 し、 自らの ライフスタイル を考 え直す ことが大切であ る。一人一人の行動 を変化 させ る

こ とは難 しいが、無意識 の うちに捨 て続 けてい るごみ を見直す ことで、生活者 としての 日々

の行動 が 自分 を取 り巻 く環境 に負荷 を与 えているこ とを確認 し、環境 に配慮 した行動が とれ

る ように なる きっかけ に したい と考 え この題材 を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 環 境や環境 にか かわる問題 に関心 をもつ。

イ 環 境 に対す る人間の責任 と役割 について理解 する。

ウ 環境 の保全 に 自分 も積極的 に参 加 しようとする態 度 を養 う。

(3)全 体計画(6時 間)

課

題

把

握

課

題

追

求

環境 問題 とは何 なのか考 える。

・環境 に関す る言葉 を挙 げ、環境 に負荷 を与 えている要 因には

どんなん ものがあるか考える。

・学 校 内 の ごみ マ ップ を作 成 す る。

・家庭 の ごみ 、 リサ イ ク ルの 状 況 を調 査 す る。(課 外 活 動)

・ご み の 行 方 につ い て ビ ン ゴゲ ー ム を しな が ら理 解 し、

リサ イ クル の 問 題 点 を考 え る。

これか らの生活 とごみ問題 について考 え る。

1時 間

2時 間

1時 間

(本 時)

ま

と

め

・ごみ の 行 方 につ い て の ビデ オ視 聴 をす る 。

・こ れ か らの ラ イ フス タイ ル を考 え る 。

・ご み か る た を作 成 す る 。

・デ ポ ジ ッ ト制 度 導 入 に 対 す る 意見 交 換 を行 う。

2時 間

一14一



(4)対 象2年19名(男 子6名

(5)授 業 の展 開(本 時1時 間)

女子13名 班 別学習 で実施)

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教 材 ・教 具

導

入

10

○本 時の学習 目標 を知 る。

○前 時 までに調べた ごみの現 状

について確 認 し、そ れ らの ご

みの行方 を考 える。

・学 校 内 ごみ マ ップ や 家 庭 の ご

み の 状 況(分 別方 法 、回収 日、

回 収 場 所)を 確 認 す る 。

学 校内 ごみ マ ッ

プ

家庭の ごみ につ

いての課題用紙

展

開

30

ーー

○台所 か ら出 る容器 ごみ(各 種

食品の入っていた袋 、 トレー

缶 、 ビンな ど)を 想像 す る方

法で ビンゴゲーム をす る。

○容器 ごみをその行方 に よって

分類す る。

再利用 で きる もの

再資源化 で きる もの

ごみ になる しかない もの

○ リサ イクルの落 と し穴 につ い

て考 える。

・再生品 に生 まれ変 わ るの に

必要 なエ ネルギーや コス ト

について理解す る。

・再生品の流通の現状 を知 る

○ リサ イクルの前 にごみ を減 ら

す ことの必要性 を理解す る。

・台 所 か ら 出 る ごみ(袋 の 中 に

入 って い る)を9つ 、 想 像 し

なが ら カ ー ドに記 入 させ る。

・一 つ ず つ 袋 か ら出 しな が ら
、

ゲ ー ム をす る。

・そ れ ぞ れ の ごみ の行 方 を考 え

させ る 。

・リサ イク ル 、 リユ ー ス に つ い

て意 味 を知 り、 そ の 違 い を確

認 す る 。

・ワ ンウ エ イ ビ ン と リ タ ー ナ ブ

ル ビ ンを比 較 す る。

・グ ル ー プ ご とに再 生 品 と容 器

ごみ を組 み合 わせ る 。

・リサ イク ル の現 状 と問 題 点 を

古 紙 とワ ンウエ イ ビ ン を例 に

ビデ オ を見 せ 理 解 させ る。

・リデ ユ ー ス(減 らす こ と) 、

リ フユ ーズ(断 る こ と)の 重

要性 を考 え させ る 。

台 所 か ら 出 た9

つ の 容 器 ごみ

ワー ク シ ー ト

ペ ッ トボ トル 、

空 き缶 、 ト レー

か らの再 生 品

ペ ッ トボ トル の

粉 砕 見 本

ビデ オ

ま

と

め

10

ー

○ ラ イフス タイルの変化 の必 要

性 を理 解す る。

○授業 の感想 をまとめ、 次 時の

学 習内容 を把握す る。

・環境 問 題 の 多 面性 に つ い て 考

え させ る。

・次 時 の 学 習 内容 を知 らせ る
。
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(6)評 価 の 観 点

ア 家庭 か ら 出 る ごみ を そ の行 方 ご とに分 類 で きた か 。

イ リサ イ ク ルの 問 題 点 が 理 解 で きたか 。

ウ 自分 の ラ イ フ ス タ イ ル とご み 問題 を結 び付 けて 考 え られ た か 。

(7)生 徒 の感 想

ア 再 生 品 が 売 れ 、み ん な が使 わ な い と リサ イ ク ルが 止 ま って しま う こ とが 分 か っ た 。 これ

か らは物 を買 う と きに再 生 品 か ど うか も気 に して み たい 。

イ 授 業 で 勉 強 した り、 テ レ ビで 見 た り して も、や っ ぱ り人 ご と と い う感 じが 強 い と思 う。

自分 た ちが 日ご ろ か らで きる こ とは た く さん あ るが 、つ い面 倒 くさ い とい う気 持 ち に な っ

て しま うの が現 状 だ ろ う。 で もや れ る こ とか らや らな くっ ち ゃ と思 っ た 。

ウ 今 の 便 利 な生 活 を あ ま り変 え た くな い け ど、環 境 の こ とを考 え る とち ょっ と く らい 不 便

に な って も し ょ うが な い の か な と思 う。 で もペ ッ トボ トル はや っ ぱ り便 利 だ か ら な くな る

こ とは ない だ ろ う。せ め て捨 て方 を注 意 した い。

工 個 人 の レベ ル で は ど うに もな らな い とこ ろ まで 来 て い る。 遅 す ぎ た と思 うが 、 あ き らめ

ず 小 さ な努 力 で も積 み重 ね て い くこ とが 大 切 だ と思 う。 まず は ご み の分 類 か な 。

オ 必 要 な 物 しか買 わ な い こ と。 食べ 物 を余 分 に買 わ ない こ とか ら実 行 した い と思 う。

カ なぜ 日本 は外 国 の よ うに で きな いの か。 徹 底 した分 別 とか 、回収 とか。有料 化 や デポ ジ ッ

ト制 度 な ど 、お 金 が 関係 す る と変 化 す る か も しれ な いが 、お 金 で しか 動 か な い とい う の で

は情 け な い 。

.身近 な 環 境(ゴ ミ)を 見 喧 そ う その2 .年 組()氏 名

☆ゴ ミの 行 く 方

燵却

＼

2、イス 肝 亨一,」1ル

3.亀 尊聯

4.}Lい1
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(8)考 察

ア 時間 を設定 し学校や家庭の ごみ を改めて見直す ことは、生徒 の関心 を引 き出すの に効 果

があ った。普段 ごみ をポ イ捨 て してい る生徒 も、学校 の 中をごみ を探 しなが ら歩 き回っ て

み るこ とで 自分の とっている行動 を把握で きた ようだ。その後 の様子 か らわずかで はあ る

が 、ごみの分別 を意識す るなど行動の変化 もみ られた。

イ ビンゴゲーム には全員の生徒が予想以上 に熱中 し意欲的に取 り組 む ことがで きた。 また

ごみ と リサ イクル再生品の実物 を 目の前 に提示する ことで理 解 しやすかった ようだが、 リ

サ イクルの落 と し穴 を考 えるこ とは生徒 によっては発想の転換 も必要 だった。

ウ ま とめの段階で見た ビデオでの ごみ処理の現状や外国の実態に興味 を持 った生徒が多かっ

た。 自分が 出 した り、捨て た りしたごみの行方 を実際に見る ことの重要性 を感 じた。

工 問題が 身近 なもの だけに本音 と建て前が交錯 した りもしたが、生徒 に よっては 「知 らな

い」事 も多 く、現状 を しっか りと理解 させ ることが まず必要である ことが分かった。

オ 自分 自身の ライフスタイルを見直 させ ることはで きて も、価値観 を変 えることや行動 の

変化 にどれ くらい結 び付 けられ るか、疑問 も残 った。 しか し、 自分 一人 ぐらいが とい う考

え方の間違 いは確認で きたようなので、今後 もいろいろ な場 面の中で繰 り返 し学 習 して い

くことで 、行動の変容 も期待で きると思 う。

力 生物や現代社会 な ど他教科で もほぼ同時期 に環境 に関す る学習 を してい るので、そ れ ら

の教科 との関連性 な ど教員同士の情報交換や 《総合 的な学習》 に向けての取 り組 みが 必要

であ り、生徒 にとって は一層の学習効果 も期待 で きる ことを感 じた。

生徒 製作の ごみ カル タ
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4指 導事例4リ サ イクル お もちゃの製作 を通 して幼児 と交流 を深 める

(1)題 材 設定の理 由

生徒 た ちは毎 日の よ うに牛乳パ ックやペ ッ トボ トルを購入 し、 ごみ と して捨て ている。 こ

の身近 な素材 を子 どものお もちゃ として見直す ことがで きた ら、 ごみ に対す る概念が変 わ る

のでは ないか と考 えた。 またお もちゃを製作す ることによ り創意 ・工夫す るこ との楽 しさ を

学 ぶ とともに、生徒 同士 の交流 に も発展 させ てい きた い。 さらに、学校 に保育園児 を招 待 し

て製作 したお もちゃで遊 ばせ その反応 を見 るこ とで、普段接 す ることの少 ない異 なる世 代 の

人 と共感 し合 える心 、思 いやる心 を養い たい と考 え、 この題材 を設定 した。

(2>学 習 目標

ア お もちゃ として リサ イクルで きる素材 を発見す る。

イ お もちゃの製作 を通 して創意 ・工夫す る楽 しさを味 わう。

ウ 様々 な作 品に触 れる ことに よ り、 リサ イクル利用 の可能性の広 さに気付 く。

工 幼 児 との交流 を通 して幼児 の生活や お もちゃの役割 について理解 を深め る。

(3)全 体計画(10時 間)

課

題

把

握

幼児 に とってお もち ゃとは何 か考 える

・子 ど もの 時 に遊 ん だ お も ち ゃ を分 類 す る 。

・年 齢 に よ って 遊 び 方 や お も ち ゃの種 類 が違 うこ とを知 る 。

2時 間

課

題

追

究

リサ イクルお もちゃの製作

・身 近 に あ る牛 乳 パ ッ ク な どで作 れ る お もち ゃを考 え る 。

・材 料 を集 め 、 お もち ゃ を作 る 。

文化祭に保育園児を招待する準備

・招 待 状 を作 る 、会 場 の 準 備 ・当Bの 役 割 分担 をす る 。

文化祭で 園児 と交流

ま

と

め

・園 児 の 興 味 に応 じて製 作 したお もち ゃで 遊 ぶ 。

2時 間

まとめ と考察

・どん なお もち ゃが喜 ば れ た か 。

・園児 との 接 し方 は ど うだ っ た か 。

・来 年 度 に 向 け て課 題 の整 理 をす る 。

2時 間

学校行事

2日 間

2時 間

(本 時)
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(4>対 象3年 「保育」選択受講者22名(男 子5名 女子17名)

(5>授 業の展 開(本 時2時 間)

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教 材 ・教 具

導 ○本時 の実習 内容 を確認す る。 ・文化祭に訪れた保 育園児 の数 写真

入 ○文化祭での交流 のポ イ ン トを と2日 間 を通 しての交流 の様

10 確 認 す る 。 子 を伝 え る 。

展 ○文化祭の ビデオ視聴 を通 して ・各場 面の時間 と状 況 を説 明す ビデオ

子 どもとの交流 を見直す。 る 。

・登 場 して い る生 徒 に コ メ ン ト

開
さ せ る 。

○班 に分かれて文化祭 の感想 を

40 述 べ 合 う。

(休 憩)

05歳 児 と0歳 児で は遊 びが ど ・班 を巡 回 し、助 言 す る。

展 の よ う に違 っ たか 、 お も ち ゃ

は どの よ う に使 わ れ た か を 、

話 し合 う。
開

○話 し合いの結果 を発表す る。 ・キ ー ワ ー ド を 板 書 す る
。

○発 表 を聞 きなが ら、要点 をま まとめの用 紙

35 とめ の 用紙 に記 入 す る。

ま
○次 回、子 どもを招 待す る際 に ・ま とめ の用 紙 に記 入 させ る。

と 注 意 す る点 、 用 意 した い物 、

め 企画 な どを考える。

15

(6>評 価の観点

ア お もちゃ として リサ イクルで きる素材 を発見で きたか。

イ お もちゃの製作 を通 して創意工夫す る楽 しさを味わ えたか。

ウ 様 々な作品 に触れ るこ とによ り、 リサ イクル利用の可能性 の広 さに気付 けたか。

工 幼児の生活やお もちゃの役割 について理解 を深め ることがで きたか。

(7)生 徒 の感想

ア 今 まで私 の中で牛乳パ ックはごみで しか なか ったのが ごみではな くなった。

イ 広告紙の 剣、人気 アニメの折 り紙 などその場で作 ってあげるお もちゃが人気 だった。 割

り箸鉄砲やパ クパ ク人形 など相手 と遊ぶお もちゃもうけていた。
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ウ 模 造紙 を貼 って一緒 に絵 を描 くことは、その場 で思 いつ いたが子 どもたちは リラックス

して楽 しそ うだった。

工 小 さい兄弟が いる人は さすが に子 どもの扱 いが うま く感心 した。

オ 赤 ちゃんをだっこで きて とて も嬉 しか った。

力 高校が児童館 になった2日 間だ った。お菓子 や飲物 も用意 してあげたかった。

キ 次回 は部屋 を暗 くして ビデ オを流 した り、ゲームや ダンスをやってみたい。

(8)考 察

ア 平常 の授業 と違 い文化祭 に招待 したこ とで、「保育」受講者 の 生徒 のみ な らず学 校全 体

の生徒が様 々な形で園児 と接す ることがで きた。休 日のため幼児は個 々 に保護者 と共 に来

校 したため、生徒 と保護者 の交流が生 まれたことは更 に有意義 なことであ った。

イ リサ イ クルの活用 につい ては特 に牛乳パ ックと広告紙 について、生徒 は見直せ たよ うで

あ る。 もっ と時間 をか けれ ば大規模 なお もちゃが製作で きた と予想 され るので今後 の課題

としたい。

ウ 保育 園の先生 方が大変協力的で 、園児一人一人 に生徒 の招 待状 を手渡 して くだ さった の

で予想 以上 の園児が来校 して くれたが 、事前 に来校人数や時間の予想が付かず準備が 難 し

かった。生徒 によって は担 当の時 間に一 人 も子 どもが来ず待 ちぼうけに終わった者 もいた。

部活動 や生徒 会の活動が忙 しく交流 が全 くで きなか った生徒 もいて残念 だった。

工 今 回は初めての試み であったため不備 な点が多 く、最低限の こ としかで きなかったが 来

年 は1学 期 か ら準備 を始 め牛乳パ ックの家やおやつ作 り、人形劇 な どもしてい きたい。 ま

た今後 は定期的 に保育 園 との交流 を もち、様 々な試 みを してい きたい。

(9)備 考

ア 製作 した リサ イクルお もち ゃ

牛乳 パ ック…パ クパ ク動物(か に、 うさぎ、ひよ こな ど)、 ブー メラン、ブ ンブ ンごま

広告 紙…剣、手裏剣(変 形 して8角 形 になる)、 ペ ッ トボ トル… ガラガラ、マ ラカス

人気 アニ メの折 り紙 、割 り箸鉄砲 、竹 とんぼ、紙 コップ人形 、針金人形 、 タオルの枕

イ 来校 者

区立保育園年長組 園児

卒業 生の子 ども(乳 児)

生徒 の兄弟(幼 児)

小 学生

※すべ て保護者 と同伴

14名

4名

1名Pt。 ・

1名

暴

驚

繊義
欝 灘

熱
麟辮 響

態
鍵ソ 〆

旱

　瀞　懲
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5指 導事例5調 理 実習 を通 して高齢者 と交流 を深 める

(1)題 材設定の理 由

食物領域 の調理実習 は、生徒 に とって作 る楽 しさや食べ る喜 びがあ る体験的な授業である。

しか し現 代の食生活 を振 り返 ってみる と、調理技術の習得の他 に も、多 くの問題が ある。 生

活 ス タイルが多様化 し、家族が ともに食事 をす るこ とが難 しくなってい る。また調理済 食 品

の普 及 によ り、家族が それぞれ違 う ものを食べ る傾向 も見 られ る。 この ような暮 らしの中で、

家族 の関係や 、人 と人 との 関係 も変容 して きて いる。 さらに高齢化が急速 に進 むなか、高校

生 に とっては高齢者 と触 れ合 う機会 も少 な く、高齢者の現状 を理解す ることは、 きわめ て難

しくなって きてい る。そ こで調理実習 を通 し、地域の高齢者 と交流 をもち、高齢者の経験 や

生活 の知 恵 を学び、現代の生活環境 を見直 したい と考 えた。 さらに、高齢者 に対す る理 解 を

深 め、支 え合 う家族 ・地域社会 の一員 と しての 自覚 を高 めてい きた い と考 え、 この題 材 を設

定 した。

(2)学 習 目標

ア 高齢者 向 きの調理 を考 え、工夫す る。

イ 会 食 をともに し、高齢者の生活や 、現状 を知 る。

ウ 高齢者 を通 して 、家族 ・地域社会 に 目を向 ける。

(3)全 体計 画(10時 間)

課 高齢社会 と高齢者
の現状 を知 る2時 問

題

把 ・身近にいる高齢者の様子 を観察する。(課 外活動)

・高齢者 の心 身の特徴 を知る
。握

・高齢 者擬 似体験 をす る。(シ ニア体験 、車椅子体験)

課

題

研

究

高齢者の健康 と食事 について考 える

・高 齢 者 に 必 要 な栄 養 と献 立 を考 え る 。

・交 流授 業 の 計 画
、 準 備 をす る。

・高 齢 者 に授 業 参 観 して も らい
、会 食 を と もにす る 。(第1回)

・高 齢 者 と と も に調 理 実 習 し、会 食す る 。(第2回)

3時 間

4時 間

(本 時)

ま

と

め

交流授業での体験 を もとに、高齢者 に対 す る理解 を深める

・高 齢 者 か ら学 ん だ こ と をま とめ る
。

・高齢 者 に対 して 自分 が で きる こ とは何 か考 え る
。

1時 間
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(4)対 象3年 「食 物 」 選 択 受 講i者18名(男 子5名 女 子13名)

(5)授 業 の展 開(本 時2時 間)

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 備 考

導

入

10

・本 時 の学 習 内 容 を 確

認 す る 。

・材 料 、用 具 を準 備 し、

調 理 手 順 の 確 認 をす

る。

・高 齢 者 を迎 え る

・本 時 の 学 習 内容 を確 認 させ 、衛 生 的 で 安 全 に

楽 し く進 め られ る よ う指 示 す る 。

・実 習 プ リ ン トを も とに 、 グ ル ー プ で 能 率 的 に

進 め させ る 。

・高齢 者 の 方 を安 全 に調 理 室 まで 誘 導 させ る
。

・高 齢 者 の紹 介 をす る
。

実 習 プ リ

ン ト

展

開

80

・グル ー プ に分 か れ て

準 備 をす る。

・高 齢 者 に 実 習 内 容 を

説 明す る 。

・調 理 実 習 を進 め る。

・各 グ ル ー プ で 調 理 し

た料 理 を器 に盛 る。

・試 食 、歓 談

・高 齢 者 に各 グ ル ー プ に分 か れ て もらい
、 参 観

をお 願 いす る 。で きれ ば 実 習 に も参 加 して い

た だ く。

・実 習 内 容 をわ か りや す く説 明 させ る
。

・生徒 に 、高 齢 者 の 安 全確 認 を徹 底 させ る。

・食 べ や す い 盛 り付 け に配 慮 させ る
。

・グル ー プ内 で 、 で きば え を話 し合 わ せ る 。

実習用具

実習材料

食器など

ま

と

め

10

・で きば え ・感 想 を述

べ る。

・高 齢 者 を送 る 。

・あ と しまつ

・生徒 の 発 表 後 、 高齢 者 か ら感想 を述 べ て も ら

う。

・高齢 者 の 方 を 、丁 重 に送 らせ る 。

ア ン ケ ー

ト用 紙

(6)評 価の観点

ア 高齢者の健康 に配慮 した献立 を考え、

工 夫す ることがで きたか。

イ 交流 を通 して、高齢者 に対 する理解

が深め られ たか。

ウ 地元の高齢者 を通 して、地域社 会 に

目を向ける こ とがで きたか。

(7)生 徒 の感想

ア 今 までは 自分の作 った ものを知 らな

酔

い人に食べて もらうことが なか った 、ナ 霧 。
梶灘聡

　 　　　　 り

噸鎖 齢 総鋤 幽 幽 騨 蟹
鯨

聾 麟 念
、 、騨/

れ ど、今 回 人 の た め に作 っ て 「お い し し瓠鹸 ・

い」 と言 わ れ 、 す ご くうれ しか った(第1回)。

導 執 鐙避

灘

蕪

イ 私 た ち とは 食 べ て い る もの や 、 食 べ る量 な どが 違 うか ら、 ど うす れ ば い い か とか 、 ど う

した ら喜 ん で もら え るか な ど、 い ろい ろ考 えて作 っ た(第1回)。
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ウ

工

オ

カ

何 を話 して 良 い の か 、 分 か ら なか った(第1回)。

1回 目の 交 流 授 業 よ り会 話 が はず んで 、 とて も楽 しか っ た(第2回)。

楽 しみ に して 来 て 下 さ るの で 、好 感 が もて た(第2回)。

失 敗 に 、 文 句 ば か り言 わ ない で ほ しい 。 もっ とほ め て ほ しか っ た(第2回)。

(8)高 齢者の感想

ア み なさんの作 っている様 子が、 自分 の孫 たちのよ うで した。本 日はあ りが とうござい ま

した(83歳)。

イ 生徒が素直 で、は きは きと し、耳 をかたむけて話 にのって下 さ り楽 しい時 間を過 ご しま

した。(66歳)。

ウ 問いかけ に対 して笑顔 で答 えて くれ るこ とに、 とて も感激いた しま した。ふ れあいが で

きた ことが うれ しか ったです(69歳)。

工 今 まで遠 くにあ った と思 われていた学校が、 とて も身近 に感 じま した(69歳)。

オ 大変楽 しい、一時 を過 ごさせていた だ きま した。話 し合い なが ら調理がで きて、良 か っ

たです(66歳)。

力 今後 とも地域 との コミュニケー シ ョンの方法を計画下 さい ませ。お力になる こ とは、大

い にや りたい と思 ってい ます(75歳)。

(9)考 察

ア 交流授業 は1学 期 、2学 期 に各1回 ずつ実施 した。第1回 目は高齢者 の年齢層 が高い た

め(平 均年齢82歳)実 習 を参観後 、一緒 に会食 した。お互い に初対面で ぎこちな さはあ っ

たが、高齢者の方 々か らとて も喜 ばれ、生徒 もうれ しか った ようであ る。しか し会食の時、

生徒 自ら話 しか けるの は難 しく、高齢者の方 も生徒 に どう声 をか けたら良いか戸惑 う様子

も見 られた。会食のみ の場合 は、事前 に話題や雰囲気 に も配慮 を しなければ な らない こ と

が必要 であ ると分か った。

イ 第2回 目は、調理実習 に参加 して もらったため、話す機会 が増 えた。会 食の時 も、 自然

に話せ る場 面が多 く見 られた。生徒の感想 にも 「2回 目の方が楽 しかった」 が多か った。

で き上 がった もの を一緒 に食べ るだけでは、交 流 に限 りがある。高齢者 か ら生 活の知恵 な

どを自然 に引 き出すに は、調理 実習か ら一緒 に参加す る ことが必要 である。

ウ 交流授業 では生徒 がいつ もの授業 に比べ て、緊張 し張 り切 って作 ってい た。実習授 業 で

生徒 に、「人のため に調理す ること」の大切 さを学ばせる ことが で きた と思 う。 また生徒

にとって高齢者 か らほめ られるこ と、励 まされ るこ とも、意欲の向上や人への思 いや りに

つ なが る と感 じた。

工 事 前学習 として、高齢者擬似体験や車椅子体験 をさせた。 ほ とんどの生徒が初め ての体

験 で興味 を もって取 り組 んで いた。高齢者や体の不 自由 さを理解す る上で 、この体験 は大

い に役立つ と思 う。

オ 高齢者 に とって無理の ない実施時期や実施時間 を考慮する必要がある ことが分か った。

力 今 後の課題 と して 、高齢者の年代 に応 じた交流の しかた を工 夫する ことが必要であ る と

思 う。 また地域 と連携 し、協力 して もらえる高齢者 との関係 を築いてい くことが大切 であ

る と思 う。
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V研 究の まとめ と今後の課題

本年度の教育研究員 は、「ともに生 きる社会 の一員 としての 自覚 を高 め る家庭科 の指導 」

を主題 に生活者の視点か ら環境 問題 を考 える指導内容 ・方法の工 夫について研 究 した。

社会 を構 成す る生活者の一人 であることを自覚するため には、一人一人の生活が環境 をつ

くってい ること、つ まり自然環境 を変 えてい るの も、周囲の人々 との人間関係 を形成 して い

るの も、基本 にあ るのは個 人の行動 その ものであ ると考 えた。そ こで生徒一人一人の行 動 を

見直す こ とが必要 である と考 え、 日ごろの消費活動や ごみ処理 について調査な どの体験活動、

実習 を中心 とす る生徒 が主体になる授業 を試 みた。また、環境 はい ろい ろな人 との関わ りか

らつ くられる もの ととらえ、 自分た ちとは異 なる世代 との交流 を通 して と もに同 じ社会 を生

きる一員 である ことを実感で きるような授業 を行 った。

指 導事例1で は、店舗の環境 調査 を通 してスーパ ーマーケ ッ トや企業 な どの環境 に対す る

取 り組 み を知 り、 ごみの減量化 を考 える中で、消費者 として環境 を意識 した商品 を選択 で き

る力 の育成 を図 った。

指導事例2で は、食生活 とコンビニエ ンスス トア利用 とい う消 費行動 を結 びつけ、便 利 な

生活 と環境 問題 について考 えさせ た。身近 な問題設定 に、生徒 は興味 を持 って意欲的 に取 り

組 み、環境 問題 を自分 自身の問題 と して 自覚 させ ることがで きた。

指導事例3で は、身近 なごみ問題 について見つめ、生 活か ら出る ごみの行方 を確 認す る こ

とを通 して リサ イクルの問題点 を考 え、個 々の ライフス タイル について見直 しを図 った。 当

た り前の ようで も見逃 して いたこ とを生徒 に再認識 させ、消費生活や行 動様式の変化 に まで

影響 を与 えることがで きた。

指 導事 例4で は、 リサ イクルお もちゃを製作す ることによ り、 日ごろ無意識 に捨 ててい る

ものに新た な価値 を見 いだせ た。また、それ を使 って実際 に保育園児 と交流す るこ とを通 し

て ものや人 を思いや る心 を育 てるこ とがで きた。

指導事 例5で は、調理実習 を通 して、地域の高齢者 と交流 し、高齢者の生活 の現状 を考 え

させ た。 日ごろ接す る ことのほ とん どない高齢者 と実習や会 食を ともにす る ことで、人や 地

域 との関 わ りを認識 させ るこ とが で きた。

これ らの実践 を通 し、生徒一 人一人が消費行動 を見つめ直 した り、 日ごろあ ま り接 す る こ

との ない人々 と一緒 に過 ごす ことで、生活体験 の乏 しさを補 いなが ら、 自分 も社会 を構 成 し

て いる一員 である とい う自覚 を高め ることがで きた と思 われる。明確 な行動 の変化 となっ て

表 れるこ とには時間がかか るが、生徒 が これか らの生活 の中で求 め られる場 面 に応 じた選 択

能力 を養 う力 を付 け ることがで きた。 また、物 と人が調和 した環境づ くりや、真 の豊か さ と

は何 かな どについて考 える機会 をつ くることがで きた と思 う。一方で、授 業の 中で教員 自身

の生活 観や価値観が問 われるこ とも多 く、時代 の変化 に対応 してい く能力や広い視野 を もつ

ことが教員 に も要求 されているこ とを感 じた。

今後は さ らに幅広 い世代 の人 々 との交流体験 を継続 してい くこ とや 、他教科 との関わ りを

ふ まえた総合的 な学習 も視野 に入 れた研究 を してい くこ とが必要であ る と考 える。
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